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国立高度専門医療研究センター（ナショナルセンター）とは

国立高度専門医療研究センター（ナショナルセンター：National Center）
は、 国民の健康に重大な影響のある特定の病気を解明し克服すること
を使命と しています。

6つのNCは、主に担当する疾患が互いに異なり（がん、循環器疾患、精
神・ 神経・筋疾患、感染症・代謝疾患・免疫異常、成育疾患、老年病）、
各々の 専門性を生かしながら臨床と医学研究を推進しています。

｢新たな医療の創造｣ に向けて6つのNCが協力して取り組む事業・バイ
オバ ンクネットワークの概要（血液・組織等の収集・管理、研究活用の
ための手 続き整備など）をご紹介します。



ナショナルセンター・バイオバンクネットワーク
（National Center Biobank Network: NCBN）

ナショナルセンター・バイオバンクネットワークでは、臨床応用を目指した
研 究に役立てるべく、 6NCの医療現場にて収集されたバイオバンク試
料（バイ オリソース）と詳細な医療情報を整備します。

これにより、研究者が必要とする試料（バイオリソース：血液・組織等）に
効 率的にアクセスできるような“カタログデータ”が作られます。

研究者は、この“カタログデータ”を活用して、6NCにおける正確な診療
情報 も併せて、研究を効率的に推進、ゲノム医療の実現、創薬に貢献
します。
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http://ncbiobank.org/



国立研究開発法人国立がん研究センター

創 設：
所 在 地：
主な組織：

昭和37年1月1日東京都中央区築地（中央病院）、千
葉県柏市（東病院） 研究所、先端医療開発センター、
中央病院、東病院、

社会と健康研究センター、がん対策情報センター
役職員数(常勤) ： 1,806名（平成27年4月1日現在）
病 床 数： 600床（中央病院）、425床（東病院）

東病院

設置目的

我が国のがん対策の中核的機関として、がんその他の悪性新生物についての調
査、研究、医療技術の開発、医療の提供及び医療従事者の研修等を行う。

通院治療センター

沿革・組織

特徴

○質の高い医療の提供
・年間約5,000件の手術、1日約110人の通院化学療法を実施（中央）

・陽子線治療等先進医療の提供と併せ、モデル的緩和ケアを提供（東）

○がんの原因・本態解明、革新的な検診法や診断・治療技術の開発、
がん医療の均てん化、がん情報の提供

・原因・本態解明を通じた予防法や高度先駆的な検診・診療技術の開発
・多施設共同臨床研究によるがん医療の標準化
・がん医療やがん登録など専門情報等の提供や研修等による人材育成

陽子線治療

中央病院

3. 各ナショナルセンターにおけるバイオバンク事業のご紹介



国立がん研究センター バイオバンク

3. 各ナショナルセンターにおけるバイオバンク事業のご紹介

説明文
書

急速凍結

研究倫理審査委員会が承認した研究へ (詳細
な試料付随臨床病理情報を共同機関に提供、
共同研究の21%は民間企業と)

研究採血血液
現有 (平成28年12月末日現在): 47,808症例・血漿 203,119本. 

初診患者同意率90.2%

研究採
血

病理凍結組織

現有(平成28年12月末日現在) : 21,035症例・89,813本 .

・我が国最大規模のがん組織バンク
・病理専門医が、適切な採取部位を一例一例判断





3. 各ナショナルセンターにおけるバイオバンク事業のご紹介

こくじゅん

国立研究開発法人 国立循環器病研究センター （国循）

沿革・組織

創 設：

特徴

○最新・最善の医療の提供
・年間約3,400件の重症循環器病救急搬送を受け入れ
・国内心移植361例のうち、75例を実施
・脳梗塞に対する超急性期血栓溶解療法（ｔＰＡ静注療法）を通算450例以上実施

○先端医療技術の開発と普及
・在宅型体内埋め込み型人工心臓・次世代型呼吸補助装置の開発
・世界に先駆けて発見した生理活性ペプチド、タンパク質の診断・治療へ応用
・1,800名以上の若手医師を育成、84カ国から900名以上の
外国人研修生を受け入れ

我が国の脳卒中、心臓病等の循環器病対策の中核的機関として、
循環器病についての調査、研究、医療技術の開発、医療の提供及
び医療従事者の研修等を行う。

所 在 地： 主な組
織： 役職員数(常
勤) ： 病 床 数：

設置目的

昭和52年6月1日
大阪府 吹田市
研究所、病院、研究開発基盤センター
1,174名（平成28年2月1日現在）
612床

○稀少疾患のゲノム医療
・年間300件を超える遺伝性致死性不整脈、家族性高コレステロール血症、マルファン症候群などの
遺伝子検査とそれに基づく最適な医療の提供
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国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター

◯創

沿革・組織

設：昭和６１年１０月１日 ◯所 在 地：東京都小平市

・自殺対策の研修及び情報提供、自殺の危険 因子の解明（筋ジスモデル動物） （筋ジス治療）

ナショナルセンターにおけるバイオバンク事業のご紹介

精神・神経疾患に対する医療と研究が一体になった研究開発センター

◯主な組織：神経研究所､精神保健研究所､ﾄﾗﾝｽﾚｰｼｮﾅﾙ･ﾒﾃﾞｨｶﾙ ｾ
ﾝﾀｰ､ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ｹﾞﾉﾑｾﾝﾀｰ､脳病態統合ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｾﾝﾀｰ､
認知行動療法センター､病院

◯役職員数(常勤)：729名（平成27年4月1日現在）
◯病 床 数：474床

設置目的

我が国の精神・神経疾患対策の中核的機関として、精神・神経疾患等についての調
査、研究、医療技術の開発、医療の提供及び医療従事者の研修等を行う。

特徴

○脳とこころと身体の健全な統合を目指す医療の実践
・ 1日平均400名以上の精神・神経外来患者を受け入れ
・ 1万以上の筋検体を保存する、筋ジストロフィー確定診断の中核施設

・パーキンソン病、筋ジス、難治性てんかん等神経難病、うつ病等難治性精神
疾患に対する内科的、外科的治療の実施

○世界唯一の「精神・神経センター」として、統合的な
精神・神経科学研究を実施

・多発性硬化症に対する画期的治療薬の開発

・筋ジストロフィーに対する遺伝子治療の推進





国立研究開発法人国立国際医療研究センター

創 設
： 所 在
地：

平成５年１０月１日 東京都新宿区（セン
ター病院） 千葉県市川市（国府台病院）
東京都清瀬市（国立看護大学校） 研究
所、臨床研究センター、センター病院、

国府台病院、国際医療協力局、国立看護大
学校

主な組織
：

沿革・組織

特徴

○高度総合専門医療の提供
・ 1日約1,800名の外来患者の受け入れ、年間約 5,000件の手術の実施（センタ

ー病院）

・ 月平均約1,200名のHIV外来患者の受け入れ（センター病院）

・ 児童精神科のほか、肝炎・免疫研究センターを整備し、専門医療を提供（国

府台病院）

・エボラ出血熱について、疑い患者の受け入れや医療従事者向けの研修会
の実施

○国際医療協力の実践、研究の実施
・途上国へ年間約200名の専門家派遣、約300名の研修生受け入れ

・海外拠点との共同研究により、鳥インフルエンザ迅速診断キットを開発
・ウイルス肝炎治療の有効性を治療前遺伝子診断で判定
・２型糖尿病等生活習慣病の関連遺伝子の同定

（センター病院）

（国府台病院）

（国立看護大学校）

3. 各ナショナルセンターにおけるバイオバンク事業のご紹介

役職員数(常勤) ：1,862名（平成27年4月1日現在）
病 床 数： 781床（センター病院）、572床（国府台病院）

設置目的

我が国の医療分野における国際貢献の中核的機関として、感染症
その他の疾患についての調査、研究、医療技術の開発、医療の 提
供及び医療従事者の研修等を行う。





国立研究開発法人 国立成育医療研究センター

創 設：
所 在 地：
主な組織：

平成１４年３月１日
東京都世田谷区
研究所、臨床開発研究センター、病院

役職員数(常勤)：1073名（平成27年4月1日現在）
病 床 数： 490床

設置目的

わが国の成育医療の中核的機関として、小児・周産期・産科・母性・父性医療な
ど 関連・境界領域を包括する成育医療についての研究、調査、医療技術の開
発、医療の提供及び医療従事者の研修等を行う。

沿革・組織

特徴

○成育医療（小児科・産科領域）における高度先駆的医
療や モデル医療の提供

•  小児難病に対する集学的医療
•  移植医療及び胎児治療の推進と普及
•  小児ＩＣＵ等を活用した24時間365日体制の重症小児救

急
•  搬送年間2,900件以上の受け入れ
•  年間2,198件の分娩件数
•  生体肝移植70/年（生存率98％以上）、小児手術4,000

件/年
•  虐待等を含めた小児のこころのケア

○ 成育医療を発展させる先端的研究の
推進
・希少疾患・難病の病因解明と診断法の開発
・小児難病に対する遺伝子治療の開発
・ｉＰＳ 細胞、ＥＳ細胞を用いた再生医療の推進
・妊娠と薬の情報提供や子どもの事故防止プログラムの
提供
・小児医薬品に関わる小児治験ﾈｯﾄﾜｰｸ活動の推進

造血幹細胞

3. 各ナショナルセンターにおけるバイオバンク事業のご紹介





国立研究開発法人国立長寿医療研究センター
沿革・組織

創 設： 平成１６年３月１日
所 在 地： 愛知県大府市 主
な組織： 病院、研究所

センター内センター７カ所
役職員数(常勤) ：545名（平成27年4月

） 病 床 数： 383床

設置目的

こころと体の自立を促進し
長寿社会に貢献するため
臨床と研究を一体的に行う

特徴

○ こころと体の自立に焦点をおいた
先進的医療

・認知症の予防、治療、エンドオブライフ
まで 一貫した医療

・フレイル、サルコペニアの予防、治療
・地域包括ケアに対応する臨床、地域活動

○ 認知症やフレイルの制御の新しい医療の発展の普及に尽力
・認知症、フレイルの病態解明と新規治療法の開発
・年間1100名以上の認知症新患、詳細なデータベースを縦断的に構築
・全国の医師に「認知症サポート医」を養成、在宅看護研修の実施
・コグニサイズ（認知機能低下を抑制する多重課題方式による運動）を
開発し 自治体と連携した検証を実施

3. 各ナショナルセンターにおけるバイオバンク事業のご紹介





登録者数 血液DNA 組織他

新規収集試料
（包括的同意＋） 45,256* 41,084 45,674

既存収集試料 33,058 13,982 25,650
（検体は延べ数、平成29年3月末現在）

6NCカタログデータベースに登録された病名（患者数）

患者数

6NCバイオバンク収集／データベース登録試料の概略

データベース登録試料 (新規試料) 年齢分布

6つのNCバイオバンクでの、保有試料概数

*この他に、>17,000件の問い合わせ可能症例
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カタログデータ概要

カタログデータ
患者基本情報

問診情報

病名情報

検体情報

病理標本情報

・個人情報（氏名など）は記載なし
・来院日、年齢、身長、体重、血圧の情報

既往歴、家族歴、手術歴、アレルギー、飲酒歴、喫
煙歴の情報

主病名、併存疾患の情報
（ICD10およびMEDISの分類に基づく）

検体の採取日、種類、取得量、保存方法、数の情報
※検体の種類の内訳

全血、血清、血漿、DNA、RNA、固形組織、髄
液

病理標本の採取日、種類、保存方法の情報
※病理標本の種類の内訳

組織、FFPE、血球 (骨髄)、尿、糞便、喀痰

共通問診票の利用

品質管理のSOP作成
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データベース登録試料（新規試料）検索ページ：日本語

ホームページ http://www.ncbiobank.org/
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「インスリン非依存型糖尿病」の検索結果

カタログデータ検索：病名での検索と付加情報の有無
病名を選択

NC別症例数の表示

付加情報リストの表示
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データベース登録試料（新規試料）検索ページ：英語

施設（NC）別に検体数を表示
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個別病名レベルまで精緻化された診断情報
→ICD10 codeで検索が可能：国際標準に適合
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まとめ

6NCバイオバンク・ネットワークの目標

NCの使命として、広く産学官連携を推進し、共同研究等を通じて、高度先駆的医

療（予防・先制医療を含む）の開発を行う。

質・量に優れた臨床試料・情報のNC外への分譲（配布）を通して、ライフイノベー

ションに貢献する。

現状の取り組み

NCBNのカタログデータベース日本語／英語版を公開しており、新規収集試料

数の概略のウェブ検索も可能となっている。
→これにより、共同研究等の機会が生まれやすくなる

包括的同意のもと、新規に収集している試料を中心にして、分譲（配布）希望に

も対応すべく、説明・同意やMTA、中央審査の手続などの在り方を担当部会で
取りまとめている。

我が国の３大バンクの一つとして、特に医療実装を目指した疾患統合バンクの
整備を進めている。
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